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１．概要 
  災害対応図面の作成手順を記します。今回は広島県が提供している「土砂災害警戒区域・特

別警戒区域（土石流）」の GIS データと「基盤地図情報（道路及び建物）」の GIS データ、さ

らに本プラットフォームからダウンロード可能な測量成果データ（等高線）を、無料で利用可

能なソフトウェア（QGIS）上で重ね合わせ、土砂災害発生時の建物や道路などの構造物への

影響範囲を想定するための図面を作成します。 

手順は、以下の通りです。 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

１） 本プラットフォームから、図面作成に利用する測量業務

成果データ（等高線）をダウンロードする（P.3） 

２） 基盤地図情報サイト（国土地理院）から、基盤地図情報

（道路縁、建物）をダウンロードする（P.8） 

３）土砂災害ポータル広島（広島県）から、土砂災害警戒区

域・特別警戒区域データをダウンロードする（P.19） 

４）各データを GIS ソフト上で重ね合わせ、災害対応図面を

作成する（P.22） 
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本マニュアルで利用するデータのダウンロード先については、以下の通りです。 

 

① ３次元点群データ共有プラットフォーム【P.3 の「１）等高線データのダウンロード」

で利用】 

URL ： https://www.3dpcp.cgr.mlit.go.jp/ 

 
② 基盤地図情報【P8 の「２）基盤地図情報ダウンロード」で利用】 

URL ： https://www.gsi.go.jp/kiban/index.html 

 
③ 土砂災害ポータルひろしま【P.19 の「３）土砂災害警戒区域データのダウンロード」

で利用】 

URL ： https://www.sabo.pref.hiroshima.lg.jp/portal/map/keikai.aspx 

 
④ QGIS【P.22 の「４）GIS ソフトを利用した地図作成」で利用】 

URL ： https://qgis.org/ja/site/ 

 
  次のページより、詳細な操作手順を記載します。 

① 

② 

③ 

④ 
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２．操作手順 

 【事前準備】 

本プラットフォームからのデータのダウンロードには、アカウントの登録が必要である

ため、事前に運営管理者（中国地方整備局 企画部企画課（０８２－２２１－９２３１））

まで連絡し、アカウントの発行を依頼してください。 

１）等高線データのダウンロード 

(ア) 本プラットフォームから、測量業務成果の一つである等高線データをダウンロードす

るため、以下の URL へアクセスします。 

https://www.3dpcp.cgr.mlit.go.jp/ 

 
(イ) 「地図から探す」または「詳細条件から探す」から、ダウンロードしたいデータを検索

します（本マニュアルでは、「地図から探す」で進めます）。 

 

 
(ウ) マウスのスクロールで、任意の範囲を拡大表示します（本マニュアルでは赤枠の範囲

で、「広島県広島市安佐北区安佐町」付近の図郭を使用します）。 

  

① 

② 

https://www.3dpcp.cgr.mlit.go.jp/
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(エ) 「範囲選択」や「格子選択」を押し、ダウンロードしたい図郭を選択できるようにしま

す（本マニュアルでは「格子選択」で進めます）。 

 
 

(オ) ダウンロードしたい図郭を選択し、対象の図郭が選択（黄色）されたことを確認し、そ

の図郭番号を控えておきます（本マニュアルでは図郭番号「03PE353」を利用）。 

 

  

③ 

④ 

⑤ 
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(カ) 図郭選択後、画面左側にその図郭に含まれる業務データの一覧が表示されるため、任

意の業務名にチェックを入れ、「ダウンロードするデータを確認」を押します。 

 
 

(キ) 別ウィンドウもしくはタブが開き、対象業務でダウンロード可能なデータ種別が表示

されるので、ダウンロードしたいデータ種別にチェック（本手順では「グリッドデー

タ」にチェック）を入れ、「ダウンロード可能容量」、「推定総容量」、「予想ダウンロー

ド時間」などを確認の上、問題なければ「本システムの利用規約」を押します。 

 
  

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ ⑩ 
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(ク) 発行されたアカウントの「ユーザーID」と「パスワード」をそれぞれ入力し、「ログイ

ン」を押します。 

 
 

(ケ) 選択したデータ種別をすべて一つの zip ファイルとするための処理が実行されます（処

理時間はデータの大きさによって異なります）。 

 

 
  

⑪ 

⑫ 

⑬ 

⑭ 
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(コ) ダウンロードしたファイルを任意の場所に保存します（パソコンの設定によっては、

本画面が出ない場合有り）。 

 
 

(サ) 図郭選択した図郭番号（例では「03PE353」）とダウンロードした対象データのファイ

ル名が一緒であることを確認します。 

 
 
１） の等高線データのダウンロードは以上です。 

  

⑮ 

⑯ 
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２）基盤地図情報ダウンロード 

(ア) 基盤地図情報サイト（国土地理院）から、１）と同じ範囲の基盤地図情報（本マニュア

ルでは道路・建物）をダウンロードするため、以下の URL へアクセスします。 

https://www.gsi.go.jp/kiban/ 

 
(イ) 「基盤地図情報のダウンロード」を押します。 

 

 
(ウ) 基本項目の「ファイル選択へ」を押します。 

 
 

① 

② 

https://www.gsi.go.jp/kiban/
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(エ) 「全項目」を選択し、今回必要な「建築物の外周線」と「道路縁」のチェックを残しま

す。 

 

 
(オ) 「選択方法指定」を「地図上で選択」を選択し、１）でダウンロードした図郭範囲を拡

大します。 

 
  

③ 

④ 

⑤ 
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(カ) 対象の図郭範囲が含まれるメッシュ番号を選択するため、基盤地図情報の背景図を変

更します。地図左下の地図アイコンをクリックし、本プラットフォームと同じく「標準

地図」を選択します。 

 

 
(キ) 本プラットフォームと基盤地図情報の地図を並べ、選択した図郭番号が含まれるメッ

シュ番号を選択します（例ではメッシュ番号「513263」）。 

 

 

  

⑥ ⑦ 

⑧ 
⑨ 
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(ク) 「選択リスト」内に、選択したメッシュ番号が表示されていることを確認し、「ダウン

ロードファイル確認へ」を押します。 

 
 

(ケ) ファイル名に対象メッシュ番号が含まれていることを確認し、ダウンロード対象にチ

ェックを入れ、「ダウンロード」を押します。 

 
  

⑩ 

⑪ 

⑫ 

⑬ 

⑭ 
⑮ 
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(コ) ログイン ID とパスワードを入力し、「ログイン」を押します。（ログイン ID を未所持

の場合、「新規登録」からログイン ID の発行手続きをします。） 

 

 
(サ) アンケート内容を記入し（任意）、「次へ（アンケートの送信も自動で行います）」を押

します。 

 
  

⑯ 

⑰ 

⑱ 
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(シ) ダウンロードされた圧縮ファイルを任意の場所に保存します。（ブラウザの設定により、

ダイアログが表示されずにダウンロードフォルダに保存される場合があります。） 

 
 

(ス) 対象のファイルがダウンロードされたことを確認します。 

 
 

(セ) ダウンロードした各基盤情報データを GIS ソフトで取り扱うための「シェープファイ

ル（.shp）」へ変換します。「基盤地図情報ビューア」を押します。 

 

⑲ 

⑳ 

㉑ 
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(ソ) 「FGDV.zip」を任意の場所にダウンロードおよび保存します。 

 
 

(タ) ダウンロードしたファイルは圧縮されているので、解凍します。 

 

  

㉒ 

㉓ 

㉔ 
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(チ) 「FGDV」フォルダおよびその中に「FGDV.exe」などのファイルが存在することを確

認します。 

 

 
 

(ツ) 「FGDV.exe」を実行し、「基盤地図情報ビューア」を起動します。 

 
 

(テ) ダウンロードした「建築物の外周線」や「道路縁」などの圧縮ファイルを、基盤地図情

報ビューアの「レイヤーリスト」内にドラッグ＆ドロップします（ファイルの数によっ

て、数秒～数十分ほど読み込み時間がかかります）。 

 

 

  

㉕ 

㉖ 

㉗ 

㉘ 
㉙ 
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(ト) レイヤーリストおよび地図上に、対象データが表示されていることを確認するします。 

 

 
(ナ) 基盤地図情報ビューアの「エクスポート」－「エクスポート」を選択します。 

 
  

㉚ ㉛ 

㉜ 

㉝ 
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(ニ) 以下の通りに設定し、「OK」を押し、各データをシェープファイルに変換します。 

変換種別     ： シェープファイル 

変換する要素   ： どれか一種類ずつ変換する（まとめて変換するとエラーにな 

る場合あり） 

直角座標系に変換 ： ダウンロードしたデータの属する座標系（例では広島県な 

ので 3 系） 

    変換する領域   ： 全データ領域を出力（エラーが出る場合、おおむね～などを選 

択） 

    出力先フォルダ  ： 任意 

 

  

㉞ 
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(ヌ) 変換したデータがシェープファイル形式（.shp、.dbf、.prj、.shx の 4 ファイル）で出

力されていることを確認します。 

 
 
２）の基盤地図情報のダウンロードは以上です。 

 
  

㉟ 
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３）土砂災害警戒区域データのダウンロード 

(ア) 土砂災害ポータルひろしま（広島県）から、１）と同じ範囲の土砂災害警戒区域データ

（本マニュアルでは土石流）をダウンロードするため、以下の URL へアクセスしま

す。 

https://www.sabo.pref.hiroshima.lg.jp/portal/map/keikai.aspx 

 
(イ) 「GIS データダウンロード」を押します。 

 
 

(ウ) 「同意する」を押します。 

  

① 

② 
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(エ) 「土砂災害警戒区域・特別警戒区域」を選択し、今回必要な「土石流」および「広島市

安佐北区」にチェックし、「ダウンロード」を押します。 

 
 

(オ) ファイルを任意の場所に保存します。 

 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 
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(カ) ダウンロードしたファイルは圧縮されているため、右クリック ⇒ 「すべて展開」や

ツールなどで解凍します。 

 

 
(キ) 対象のファイルが解凍されていることを確認します（土石流は大文字の D がついてい

るデータ）。 

 
 
３）の土砂災害警戒区域データのダウンロードは以上です。 

 
  

⑦ 

⑧ 

⑨ 
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４）GIS ソフトを利用した地図作成 

(ア) 各データをGISソフト上で重ね合わせる。無料で利用できるGISソフトとして「QGIS」

があります。本手順では QGIS を使用する前提で進めます。 

・QGIS のダウンロード 

https://qgis.org/ja/site/forusers/download.html 

 
(イ) Windows メニューなどから、「QGIS」を実行します。 

 
 

(ウ) 国土地理院の「地理院タイル（https://maps.gsi.go.jp/development/ichiran.html）」を

追加します。「XYZ Tiles」右クリックし、「新規接続」を実行します。 

 

① 

② 

③ 

https://qgis.org/ja/site/forusers/download.html
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(エ) 「名前」（任意）と URL 欄に表示したい地理院タイルの「URL」を入力し、「OK」を

押します。 

以下、表示可能な地理院タイルの URL を一部、参考までに記載します。 

・地理院地図（標準）：https://cyberjapandata.gsi.go.jp/xyz/std/{z}/{x}/{y}.png 

・淡色地図：https://cyberjapandata.gsi.go.jp/xyz/pale/{z}/{x}/{y}.png 

・写真  ：https://cyberjapandata.gsi.go.jp/xyz/seamlessphoto/{z}/{x}/{y}.jpg 

 

  

③ 

④ 

⑤ 
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(オ) 追加した地図を「レイヤ」内にドラッグ&ドロップし、目的の地図が表示されることを

確認します。 

 

 
(カ) ２）で変換した.shp ファイルを「レイヤ」内にドラッグ&ドロップします（レイヤ内の

順番が地図より上に表示するように持ってくる）。 

 
 

 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 
⑩ 
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(キ) 座標系の選択時に、日本の平面直角座標系（Japan Plane Rectangular～）を選択し、

「OK」を押します。 

 
 

(ク) 重ねた shp ファイルの形状と地図の絵にずれが無いか、地理院タイルの地図などを表

示して確認します（明らかに川の中に、建物や道路のデータが表示する、など）。 

 

  

⑪ 

⑫ 

⑬ 
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(ケ) ３）でダウンロードした土石流の土砂災害警戒区域と特別警戒区域データ（今回はポ

リゴンデータの.shp ファイルを利用）をレイヤ欄へドラッグ&ドロップします（レイ

ヤ内の順番が地図より上に表示するように持ってきます）。 

 
 

(コ) 警戒区域と特別警戒区域と重なっている道路や建物を判別しやすくするため、２つの

レイヤを半透明にします。対象のレイヤを右クリックし、「プロパティ」を選択します。 

 
  

⑭ 

⑮ 

⑯ 
⑰ 
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(サ) 「シンポロジ」にて、「不透明度（例では 35%する）」と「色（例では、警戒区域のた

め『黄色』、特別警戒区域は『赤』とします）」の設定を変更し、「OK」を押す。特別警

戒区域のポリゴンレイヤも同様の手順で設定します。 

 

 
(シ) １）でダウンロードした測量成果データ（今回は等高線データ）を「レイヤ」内にドラ

ッグ&ドロップします（レイヤ内の順番が地図より上に表示するように持ってくる）。 

 
  

⑱ 
⑲ 

⑳ 

㉑ 

㉒ 

㉓ 
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(ス) 複数ファイルがある場合、ファイル一つごとに、以下の表示が出るため、その度「レイ

ヤを追加」を押します。 

 

 
(セ) 追加した.dxf ファイルのレイヤに「？」マーク（座標系不明）のマークが出ている場

合、対象のレイヤーを全て選択し、右クリックを押します。 

 
 

(ソ) メニューの中の「レイヤの CRS」－「レイヤの CRS を設定」を選択します。 

 
  

㉔ 

㉕ 

㉖ 

㉗ 
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(タ) 適切な座標系（例では広島県なので平面直角座標系 第 3 系）を選択し、「OK」を押し

ます。 

 

 
(チ) 座標系の選択時に、日本の平面直角座標系（Japan Plane Rectangular～）を選択し、

「OK」を押します。 

 

㉘ 

㉙ 

㉛ 

㉚ 
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(ツ) 測量成果データ（等高線）が他のデータ（地図や基盤地図情報データ）と比較し、適切

な位置にあるか（道路や河川の背景と大きなずれがないか）を確認します。 

 

 
４）の土砂災害発生時の建物や道路などの構造物への影響範囲を想定するための現地図

面（災害対応図面）を作成は以上です。 

 
 

以上 

㉜ 
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